




















2%ペクチン酸F熔液 6. 66ml 
Michaelisの acetatebuffer 2.0ml 
酵素液 5.0ml 
7.1<" 6. 34ml 
pH 5.0，. 350C 
遁元カは反感液2.0ml.取って前報と同様にして測定した d-galacturon酸のj検出には72時
間反感後2.0ml.取れ之に 95"酒精を5傍量添加、 HCltr:，て pH3.5.となし、措過後措液
を350Cに於て乾固するまで其窓濃縮し、 O.3mlの水を加えて溶解せしめ、之よ.!JO.02ml取
って paperchromatographyを行った. paper chromatographyは失のように実施した.
温 紙東洋調紙 No2巾2.Ocm 長さ4Ocm.
溶 剤 n-プタノール:氷酷:水、 4:1: 1 
展開保件 200C 18hr. 
墨 色 剤 ア::.l}yーフターJレ酸
呈色保件 550C 10分
(註) d-galacturon酸、 l-arabinoseは4QOC より、 d-glucosed-galactoseは 650C附近
よb、叉 d-fructoselactoseは 850Cより呈色し始める事が分った.従って d-galacturon
酸の墨色温度を 550Cに濯んだ.
c.学研究第40~島第 2号 ~03-106買 1962) (103) 
実験結果を第1表に示した.d-galacturon酸の spotは赤禍色であって、 pentose(桃色〉




































































































トマト及人参の polygalacturonase の最適 PH.反醸液の組成及僚件k前と同巴して実験





















pH 3.:3 3.8 4.1 4.6 5.0 5.4 5.7 6.3 6.7 
N/6012消費量ml.0.02 0.14 0.34 0.80 0.82 0.77 0.65 0.23 0.50 
トマトの，酵素液の protopectina記作用、酵素液に 1/10容の acetatebuffer (pH 5.6) 
又は1/10容の25%藩綾アシモン液 (2.5%慈酸液にて pH5.0とlなす〉を添加し、馬鈴薯切 ‘







1 ara banase及 galactanaseの検出
実験方法は polygalacturona誕の場合と同巴にした.但し基質として、 arabana誕の検出







N/60 I~ 消費量 ml. d.galactol!胞の検出N/50 12消費量ml. 1・釦噛UIO'leの検出
大 様 0.05 + 
問、 業 0.06 + 
大 妻、業 0.06 + 
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